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極小容量タイプ通話料金管理装置"ES5”

P】∋Ⅹ(構内`交換電話)の内線加入者

の通話料金(電話使用料)を把握するた

めの装置として,日立製作所では従来

の度数計方式に代わるマイクロコンピ

ュータ利用の新通話料金装置を他社に

先駆けて発表した｡

更に,ニーズの高い小容量,極小答

量(内線60回線以下)の需要に応ずるた

め,今回,新機種"ES5''を発売し,

シリーズとして表1に示すように5機

表l 通話料金管理装置ESシリーズ

樺となった｡

1.主な特長

(1)極小容量タイプである｡

従来,経i斉的に不可能とされていた

内線60回線以下の範囲に対応できる｡

(2)ハードウェアが極めてコンパクト

である｡

本体は極めてコンパクトのため,組

み合わせる自動交換機の中に簡単に収

機 種
回 線 容 量

用 途
内 線 局線

ES5 ;､三菱760 16

旅館,ホテル,一般企業,

テナントビルなどの極
小容量タイプの標準

ES10 発IZO 16

旅館,ホテル,一般企業,

テナントビルなどの120

回線までの小容量タイプ

ESll 去ミ､"､ブ､ノ～三≒′120 16
ES川形に通話明細記

憶機能を付加できる｡

ES100 64
中容量タイプの標準品.

ホテル,一般企業向き｡ご′､ご､ぎ､ご～､､八≒:薫≦′渕600

ES100H 64
ホテル,旅館専用タイ

プ,ホテル枚能を満載｡
ノ､へ′､長､ごゞ芸文､てミ≦望寿きヨ600

プリンタ部

数字表示部

操作部

寸法:幅約450×奥行約370×高さ約230(mm)

図I ES5通話料金管理装置コンソ

ール外観

表2 ES5通話料金管王里装置の主な仕様

項 目 仕 様

課 金 方 式 日本電信電話公社標準距離別時間差方式

局 線 数 16回線

内 線 数 60/60回線(実装/客土)

登 算 度 数 l内線につき最大65.800度数

度 数 単 価 Z桁(¥l～¥99/度数)

割引料全切替 自動切替

グループ集計 l段階:16グループ,2段階:8グループ

コ ン ソ
ーー

ノレ 川合(実装/客土)

機器間距離
本体コンソール間30m(標準),

100mまで延長可能｡

電 源
DC48V土5V交換機用電源と共用

(ただし,電源の容量による｡)

容でき,外部には図1に示したコンソ

ールだけですべての操作ができる｡

(3)通話度数を通話料金に自動換算する｡

(4)通話料金を自動集計する｡

(5)通話の明細(日時,内線番号,通話

相手先電話番号,通話時間,通話料金

など)を自動的にプリントアウトする｡

(6)マイクロコンピュータ及び半導体

で構成されており,信頼度が棟めて高い｡

2.主な仕様

主な仕様を表2に示す｡

(日立製作所 通信機事業部)

せん断実験装置の完成

各種の構造物の耐震性を確認する試

験装置として,日立製作所ではこれま

でに振動台を主体とした各種の地震シ

ミュレータを市場に出してきたが,こ

のたび加振機を主体とする多点加振シ

ステムを完成し,財団法人電力中央研

究所にせん断実験装置として納入した

(図1)｡

本システムは,コンクリート製原子

炉格納容器の地震時に対する安全性を

確認するために弾塑性復元特性,動的

終局性状などを調べるもので,2台の

図l 多点加娠システム

スイベルジョイント付油圧加振機,デ

ィジタル計算機でオンライン制御され

る制御装置などにより構成される｡

l.主な特長

(1)油圧加振機のピストン支持方式に

静庄軸受を採用Lたことにより,横荷

重のかかった場合でも良好な波形再現

が得られる｡

(2)ギャップ調整可能なスイベルヘッ

ド,スイベルベースを採用し,供試体

の変形に抵抗なく追従できる｡

凍

きも∨､漣

表l 主な仕様

項 目 仕 様

加 娠 力 ±50tx2台

最大加振振幅 ±100mm

最大速度 ±22.5Gm/s

制御方式 電気油圧サーボ式

制 御 量 荷重,変位

加糎 時間 連 木売

加壬辰波形 規丹l波,不規則7皮

周波数範囲 0-10Hz

(3)ディジタル制御装置とのオンライ

ンデータ処理により,振動台実験では

直ちに終了してしまう振動現像を時間

的に任意に拡大することができ,振動

破壊のプロセスを詳細に観察できる｡

(4)加振機は,各種の供試体に応じ反

力壁に自由に取r)付けられるよう可搬

性を考慮すると同時に,油圧配管,制

御ケーブルの接続を単純化し,試験段

二取時間の短縮化を図った｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)
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日立プロセスロボット

日立プロセスロボッ_トは,仝電動式

多関節形の多目的作業ロボットである｡

旋回,上腕及び前腕の位置決め3軸と,

曲げとひねり,又は曲げと振りなど手

首姿勢制御2軸の5自由度をもち,DC

サーボモータによる駆動とマイクロコ

ンピュータによる制御をj采用し,i容接

図l 日立プロセスロボット

をはじめ,ばり取り,面取り,J肇き仕

上,マシンサービス,組立など広範囲

な製造プロセスに適用が可能である

(匡=)｡

l.主な特長

(1)軽量コンパクトで,しかも広い動

作範囲をもっている｡

(2)回転運動で統‥された耐摩耗構造

により,耐久性に優れ保守も容易である｡

(3)マイクロコンピュータ制御による

補間機能とソフトウェアサーボ機能の

採用により,経路精度が高く,動作も

P】滑である｡

(4)ティーチポイントが少なくて済み,

ティーチ自体が直‾交座標系に置き換え

て行なえるので,操作が簡単である｡

(5)故障診断機能,OFFブレーキの才采

用など,安全性にも周到な配慮を払っ

ている｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 商品事業部)

表l 主な仕様

仁】

ポ

ツ

卜

本

体

構 造 関節形(4節平行リンク)
自 由 度 5

動

作

範

囲

腕

旋 回 ±1500

上 腕 ＋50中,-450

前 腕 ＋Z50,,450

手

首

曲 げ ±9Dロ

ひねり ±1850

最速

大鹿

腕 l.DOOmm/s(3軸合成速度)
手

首

些 げ I200/s

ひねり 1800/s

可 搬 重 量 最大10kg(グリップ重量含む｡)

位 置 再 現 精度 ±0.2mm

制

御

装

置

教 示 方 式 ティーチングプレイバック

制 御 方 式 PTP直線補間によるCP制御
制 御 軸 数 同時5軸

位 置 検 出 増分式パルス発生器

位 置 制 御 ソフトウエアサーボ方式

位 置 記 憶 コアメモリ

順 序 記 憶 コアメモリ

記 憶 数 448ステップ

プログラム分割数 最大4

座 標 変 換 直交座標(ティーチング時)
速 度 制 御 練達一定制御

緩 加 減 速 あり

補 間 機 能 直線補間

外 部 同 期 信号 入力15点,出力15点

タ イ マ 機 能 0.ト9.9s 99分割

プログラム選択 あり

手 首 姿 勢 全姿勢一定(垂直断面内)
ティーチポイントの

追加修正削除
あり

言語貞
オーバラ ン あり

オーバロlド あり

検出器故障 あり

供 給 電 源

制御用AC川0V十川%-15%

50/60Hz単相IkVA

サーボ用AC200/220V＋柑%一15%

50/60Hz三相3kVA

注:略語説明 PTP(Polnt tO Point)cp制御(ContlnUOUS

Path制御)

日立評論 Vol.62 No.7

■小今寺集:CAD/CAMシステムとその適用

産業機械工場におけるCAD/CAMの適用

制御盤･配電盤･整流器盤におけるCAD/CAMシステム

シチズン時計株式会社におけるCADによるLSIの論理設計システム

玲木自動車工業株式会社での日動車ボデー設計におけるCAD/′cAMシステム

CAD用べ【シックソフトウェア

大形コンピュータの自動設計

三次元金型設計のためのCAD/CAMシステム

■省エネルギー関連論文

省エネルギー時代における大容量変圧器の諸問題

サイリスタレオナード制御方式直i充エレベ【ターー

■一般論文

辞管理システムCIP-3800によるエレベーターサー ビスの向上
中国電力株式会社向け中央給電指令所計算機システム
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フ 残雪の白馬

ボ スボーッ施設の省エネルギー月弔明

明日を開く技術く7〉

家 庭 コ
ー ナ ー

技術史の放く50〉

続･美術館めぐりく7〉

新 製 品 紹 介

腹の中まで映條で診断

らく らく ホームランドり【

安椅疏水

池田20世紀美術館

読上算練習器 ランプ 芝刈機 ホットサ

ンドトlスター
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